
 

 

！ すべての心停止傷病者に、感染の疑いがあるものとして対応しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ 反応の確認や呼吸の確認は、講習会でやったとおりに行っても良いですか？ 

Ａ１ 飛沫がかかる恐れがあるので、傷病者の顔に近づきすぎないようにして行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２ 胸骨圧迫やＡＥＤは講習会で教えてもらったとおり行っても良いですか？ 

Ａ２ 最初に傷病者の鼻と口にハンカチや衣服等をかけ、 

   飛沫が飛ばないようにしてください。 

   胸骨圧迫やＡＥＤのやり方に変更はありませんので、 

   講習会で実施したとおり行ってください。 

 

 

 

 

Ｑ３ 人工呼吸はやってもいいですか？ 

Ａ３ 感染する危険性があるので、傷病者が成人の場合は行わないでください。 

   子どもに対しては、実施する意思がある場合、行ってください。 

   人工呼吸用の感染防止器材がある場合は使用してください。 

   ただし、ためらいがある場合は実施の必要はありません。 

   胸骨圧迫のみを継続して行ってください。 

 

 

Ｑ４ 救急隊が到着した後はどうすればいいですか？ 

Ａ４ 救急隊に引き継いだ後は、すぐに石鹸と流水で手と顔を十分に洗ってください。 

   傷病者の鼻と口にかぶせたハンカチ等は 

直接触れないようにして破棄してください。 

 

 

 

Ver1.0 秦野市消防本部 消防管理課 救急救命担当作成 

適度に距離を 

取ってください。 

傷病者の鼻と口に、ハンカチ、マスクや 

衣服等をかぶせることで、飛沫を防ぎます。 

しっかり 
洗いましょう！ 


